
 

 

鉄砲洲神社 論語素読 解説 
（平成 22年 5月 21日） 

 

公冶長第五  
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 孟武伯が孔子に、「子路は仁者でしょうか」と聞きました。 

孔子は「そういうことは知らない」と答えました。 

更に尋ねたので孔子が答えました。「子路は、戦車千台も持っているような大きな国で、

軍人としてトップをはるのが良かろう。軍人としての素質はあるけれども、仁者かどうか

は知らない」 

 子路は孔子の予言のように戦の中で死を遂げました。死んだ時に子路は膾切りにあって、

身体を切り刻まれて塩辛のようにされて食べられてしまいました。孔子はそれを聞いて、

家にあった膾の甕を割って、二度と塩辛を食べなかったと言われています。それほど孔子

と子路の心の繋がりは深いと感じます。 

次に孟武伯が「冉有はどうでしょうか」と聞きました。 

 孔子が答えました。 

「千個の家があるような村や、戦車を百台くらい出せる貴族の家の家老の能力はあるだ

ろう。しかし、冉有は仁者であるかどうか私は知らない」 

次に「公西華はどうですか」と聞きました。 

孔子が答えました。「公西華は礼装着用して朝廷に立って、大事なお客様と接待・交渉さ

せる。そういう事が得手である。但し、仁者かどうかについては保証しない」 

 

現代で考えると、子路の役は北澤防衛大臣でしょうか。しかし鳩山さんと北澤さんには、

孔子と子路のような間柄は当てはまらない感じがします。 

冉有は官房長官ですから平野さんになりますが、これほどの中身は持っていないのでは

ないかと思います。鳩山さんは自分自身のことを色々と面倒見て貰うつもりで、官房長官

を選んだような感じがしますが、平野さんには総理大臣の後始末までは出来ないだろうと



 

 

思います。普天間問題で、「俺の屍を乗り越えて進めてくれ」と言っていましたが、空回り

になってしまったことは一つの例だと思います。 

公西華は外務大臣ですから岡田さんです。岡田さんが礼服を着て、今度のクリントンさ

んの訪日の際にきちんと対応が出来るのかと考えると、ちょっと苦しいと感じます。 

現代に当てはめて、この文章を見るとおもしろいと思います。 
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 孔子が子貢に「お前と顔回と、どちらが優秀かね」と聞きました。 

 子貢が答えました。 

「私は顔回と比較されることは望みません。また、自分でも比較しようとは思いません。

顔回は一を聞いて十を知るような素晴らしい人間で、私は一を聞いて二を知るだけの凡才

です。」 

子貢は腹の中では自分も一を聞いて五や六は分かるという自信を持っていると思います

が、孔子の前なので謙遜しているのでしょう。 

 孔子が言いました。 

「そうだね。お前はよく出しゃばるし、顔回には及ばない。私もお前と同じで、顔回の能

力には及ばない。」 

 慰めるのと戒めと両方あるように思います。孔子から見て顔回は、それほど優秀な弟子

であったわけです。 

  

渋沢栄一さんの解説を見ると、一を聞いて十を知るような目から鼻に抜けるような人物

は、大概死んでいると言っています。自分が一橋家に仕官した時に世話をしてくれた平岡

円四郎という人も、一を聞いて十を知るような人物であったので暗殺をされてしまった。

自分の知っている所では他に、藤田東湖の息子の藤田小四郎がいるが、24 歳で処刑されて

しまったと書いています。 
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 宰予が昼寝をしていたので、孔子が怒りました。 

腐った木は彫る事はできない。かさかさに乾いた土で作った土塀は、上塗り出来ない。 

私は人を見る時に、人の言を聞いて行いを信じていた。けれども宰予の言行を見て、話

を聞いただけでその行動を見なければ人間とは分からないものだと思っている。これは宰

予を見て考えを改めたのだ。 

 ここまで孔子が怒ったのは、おそらく昼寝をしている時に女の人を隣に寝かせたからだ

ろうという説があります。 

本日の解説は以上です。 


